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平成 25 年度事業計画書 

（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

 
公益財団法人不老会 

 
平成 25 年度の事業計画は次のとおりとする。 

 
１ はじめに 

 
（１） 活動方針 
不老会会員は、人類愛に徹し、不老長寿を探求し、生前、生きがいのある   

生活が出来たことに感謝し、死後、無報酬・無条件にて、自らの遺体を医学・

歯学の教育・研究のために献体する。もって、良き医療従事者の育成に寄与  

するとともに、愛知県アイバンク協会を通じて献眼し、角膜を提供する。 
不老会は会員の崇高な志の完全実現を目指して献体・献眼運動に邁進する。 

 
（２） 組織の現状 
不老会は、昭和３７年１月２１日に創立しました。 

以来、平成２５年１月１日現在までに、登録会員数は２２，０５９名（前年   

対比３４３名増）を数え、成願者総数は８，８５４名（前年対比２４５名増）

にのぼっています。 
しかし、転居された方、家族の同意が得られなかった方など、いろいろな  

事情で献体できなかった方が６，２４３名（前年対比１４５名増）もあり、   

平成２５年１月１日時点の生存会員数は６，９６２名（前年対比４７名減）と

なりました。 
なお、献眼者の総数は３，０８５名（前年対比１０８名増）でありました。 

不老会の献体・献眼運動は、愛知県下はもとより岐阜県の一部を含む４７の  

地区で、献体を受けていただく５大学の部会と協力して活発に実施しており 

ます。 
特に、不老会は不老長寿の実績も顕著で現在１００歳以上の会員が３１名も

おられることは本会の誇りでもあります。＜表１＞年齢別会員数を参照。 
なお、５大学別の生存会員数及び成願者数は＜表２＞のとおりです。 
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＜表１＞ 年齢別会員数 
（平成 25 年 1 月 1 日現在） 
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＜表２＞ ５大学別の生存会員数及び成願者数 
（平成 25 年 1 月 1 日現在） 

 生存会員数 成願者数（累計） 

名 古 屋 大 学 1459 1987 

名 古 屋 市 立 大 学 1221 1725 

愛 知 学 院 大 学 1437 1586 

藤田保健衛生大学 1421 2004 

愛 知 医 科 大 学 1424 1265 

計 6962 8567 

 （三重大学を除く） 
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（３） 会運営の財政状況 
① 協賛金・助成金 

本会に収益事業はありません。 
従って、不老会の献体運動の重要性を理解し、５大学はもとよりその  

趣旨に賛同していただける愛知県や名古屋市当局、医師会などのほか、 

「募金箱」にて協賛くださる病院あるいは企業・団体・個人の篤志な  

浄財によって賄う以外にありません。 
特に、県・市の公的助成金は近年徐々に減額された（県は平成９年度  

４００万円が９１万円に、市は平成９年度２００万円が４５．５万円）

他、経済不況による財源確保が極めて不確実・不安定であります。   

したがって、常時安定した財源をいかに確保するかが大きな課題であり

ます。 
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２ 組織及び委員会の名称と主な分担業務は次のとおりとする。 

 

・常務理事会、理事会、評議員会の運営に

　関すること

・入会希望者、成願者に関すること

・財政に関すること

・会員組織（ブロック・地区など）の整備、

　活動に関すること

・会員に対するすべての情報の周知徹底に

　関すること

・不老会のＰＲ（不老紙、ＨＰなど）に

　関すること

・会と登録大学及び献眼関係機関との連携

　に関すること

※会員の中で適任者には委員として

　加わっていただく

評議員会　14名

公
益
財
団
法
人
　
不
　
老
　
会

総務・財務委員会

組織委員会

広報委員会

大学委員会

　ついては協力して行う

※各委員会は相互に関係する事項に事務局 事務長（嘱託）・事務職員

必要に応じて臨時職員

理
　
事
　
長

１
名

議決機関

監　事　２名

　

副
　

理
　

事
　

長

２
名

内
　

常
務
理
事
会
　
８
名

理
 

事
 

会

15
名

委員長1　委員5

委員長1　委員4

委員長1　委員3

委員長1　委員8
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３ 委員会活動 

 
＜総務・財務委員会＞ 

 
（１） 評議員会等の運営について 

評議員会・理事会・監事会を開催する。 
常務理事会を原則として月１回開催し、会の運営を円滑に実施する。 

 
（２） 新入会員の登録等について 
① 入会の申込窓口は不老会事務所とする。 
② 入会者の年齢は、原則として６０歳以上とする。 
③ 同意者は、死後献体に反対する人がないように親族に理解していただき、 

原則として３親等以内の成人４名とする。 
 ④ 入会の申し込みがあったときは、毎月１回の入会審査会で入会の可否を 

審査する。 
⑤ 新入会員の５大学への登録は、毎月１回の登録審査会が行う。 
⑥ 入会審査会及び登録審査会の委員は常務理事とする。 
⑦ 平成２５年度の新入会員は４００名を目標とする。 

 
（３） 会員について 
① 「献体の塔」の清掃は各ブロックの当番制とし、会員に参加を呼び掛けて

実施する。 
② 平成２５年度の献体者顕彰式並びに御名札納め式は、平成２４年度の  

成願者の御名札をお納めするとともに全御遺族をお招きして、平成２５年 

５月１５日（水）に平和公園の「献体の塔」前において挙行する。 
③ 成願者の告別式への参列については、会員が成願し告別式を行う方が  

全体の４０％程度でありますが、参列をお願いする地区役員が都合により

参列できない場合が見受けられます。本年度は可能な限り告別式に参列 

することとし、どうしても参列できない場合は事務所から弔文及び香典を

お送りする。 
④ 「献体の塔」の内部の修繕については一度に多額の費用がかかること  

から、今後の修繕に備えて必要に応じて積み立てることとする。 
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（４） 財務について 
① 不老会を今後とも永続的に運営していくには財政基盤の強化が欠かせ 

ない。 
このため、｢公益財団法人｣に認定されたことをＰＲし、新たな協賛者を 

開拓するとともに、経費の削減にも努める。 
② 募金箱の設置については今後も可能な限り増やし、不老会のＰＲと財源 

の確保に努める。 
③ 関係機関、企業、団体等との連携をより強化し、援助が受けられるよう  

に努める。 

 
＜組織委員会＞ 

 
① 地域組織の広域化については地域組織を名古屋・尾張・三河・美濃の   

４ブロックとし、ブロックごとに講演会、研修会等を計画し実施する。 
② 地域組織の活動を活発にするため４７地区においてそれぞれ地区会員 

集会や懇談会等を実施する。 
③ 本部はこれらの開催に要する経費について可能な限り支援する。 

 
＜広報委員会＞ 

 
① 会報「不老」は年間６回、奇数月の５日に発行し、全会員に送付する。 
② 不老会の活動を理解してもらうため、ポスター、パンフレット等を作成 

しＰＲに努める。 
③ インターネットのホームページの内容を充実し不老会をＰＲすると  

ともに、不老会への理解を得る。 

 
＜大学委員会＞ 

 
① ５大学における献体に関する事項を検討するため関係教授等に参加して

もらい５大学連絡協議会を年２回開催する。 
② 不老会と大学の事務担当者との連携を密にするため、必要に応じて   

担当者会議を開催する。 
③ 会員と登録大学との関係を強化するため、献体の啓発を目的とした｢会員

の集い｣を会員・家族及び周辺住民を集めて大学と協力して実施する。 
④ 不老会・５大学と献眼関係機関との連携を密にするため、関係者会議を 

開催する。 
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４ 情報公開及び個人情報の保護について 

 
① 可能な限り不老会の情報を公開し、不老会の理解を深める。 
② 個人情報保護規程に基づき、個人情報の管理の徹底を図る。 
  申込時に公表の可否を求める等実施方法について検討する。 
③ 会員台帳をＣＤに記憶させ、別の場所で保管し消滅を防ぐ。 

 
５ その他 

 
事業を円滑に推進するため、必要な処置を講ずる。 

 
 
 
 
 
 
 
 


